
監 査 公 表 

静岡市監査公表第 15号 

地方自治法第 252条の 38第６項の規定により、静岡市教育委員会から措置を講じた旨の

通知があったので、これを公表する。 

平成 30年２月 28日 

静岡市監査委員  村 松   眞 

同     杉 原 賢 一 

同     亀 澤 敏 之 

同     中 山 道 晴 

 

記 

 

平成 27年度包括外部監査（学校教育に関する事務の執行について） 

田安門保存費積立金について[静岡市立高等学校] 

【指摘事項】 

田安門は、市の財産台帳に記載されておらず、市有財産として認識されているもので

はない。そのため、田安門の維持管理費用は、公費で負担しているのではなく、市立高

校のＰＴＡだけが負担している状態である。 

田安門は、静岡市の設立した高校内に設置されているものであり、国の有形文化財と

して登録されているものである。このような文化財は、市が積極的に管理をすべきであ

り、保存費についても、市立高校のＰＴＡだけが負担するのではなく、公費で負担する

ことが望ましいと考える。 

市立高校の保護者から集めたお金は、文化財の保存費として使用するよりも、生徒に

とって有用な事業に使用し、生徒の教育に還元すべきと考える。 

   

【措置の状況】 

田安門は昭和 33 年に西草深公園から静岡市立高校に移築後、昭和 58 年まで「正門」

として使用しており、昭和 58年に本校敷地整備に伴い現在の位置に移設した後も「静岡

市立高校の象徴」として本校卒業生、在校生から親しまれ「静岡市立高等学校旧正門」

として国の登録有形文化財に指定されております。 

田安門の取り扱いについては、指摘事項を関係課と調整し、整理した結果、平成 30年

２月 15日付で本校の所管する財産として登録するとともに、維持管理費については公費

で負担する旨をＰＴＡに伝えました。今後は文化財課の指導の下、適切な管理を行って

まいります。 


